
 

 

様式第一別紙 

 

投資事業有限責任組合概要 
  2025年  8月 27日 

 

名称 
デライト・ベンチャーズ・ビルダー2 号投資事業有限責

任組合 

住所 東京都渋谷区代々木一丁目３０番１５号 

無限責任組合員の氏名又は名称 株式会社デライト・ビルダー 

指導を行う者の概況 

 

氏名又は名称 南場智子 

無限責任組合員との関係 代表取締役 マネージングパートナー 

事業の概要 

 

投資事業有限責任組合としてのベンチャー企業への投

資先開拓、投資実行、及び投資先への指導 

 

ユニークな点としてベンチャービルダー事業を行う。

ベンチャー・ビルダー（スタートアップスタジオとも

呼ばれる）とは、起業家とともにゼロからスタートア

ップを同時多発的に立ち上げる組織。プロダクト開発

の専門チームの事業支援と投資を行う 

 

ベンチャービルダー事業の一貫として、下記の起業プ

ログラムを行っている。 

● Vチャレ Biz 

■ 課題解決型スタートアップの起業

プログラム 

■ 全職種を対象 

● Vチャレ Tech 

■ 価値提案型スタートアップの起業

プログラム 

■ 主としてエンジニア職を対象 

● DelightX 

■ SF ベイエリア滞在＆AI 特化の起業

プログラム 

■ 初手から US 展開で起業したい人を

対象 



 

 

指導に係る知識及び経験 

1996 年、マッキンゼー・アンド・カンパニーでパート

ナー（役員）に就任。1999 年に同社を退社して株式会

社ディー・エヌ・エーを設立、現代表取締役会長。ハ

ーバード・ビジネス・スクール MBA。 

 

2019 年に株式会社デライト・ベンチャーズを設立しフ

ァンドを立ち上げ、ベンチャーキャピタル事業を開

始。 

2023 年には株式会社デライト・キャピタル、株式会社

デライト・ビルダーを設立し、2つのファンドを設立。 

 

自身がスタートアップを立ち上げ、東京証券取引所プ

ライム市場上場企業として成長させた経験を元に、起

業家に対して実務面・精神面での支援を行う。 

 

指導の概要 

スタートアップに対して、顧客やアライアンス候補と

なりえる企業を紹介し営業を支援。 

 

株式会社ディー・エヌ・エーの OBOG を中心とした人材

ネットワークを構築し、スタートアップに対して優秀

な人材を紹介。 

 

主として投資先の CXO職を中心としたオフィスアワーを

開催し、気軽に相談ができる場を提供。 

 

海外（主としてアメリカ）に展開しようとするスター

トアップに対して、シリコンバレーを中心とした VC や

日本人起業家を紹介。著名ベンチャーキャピタリスト

によるレクチャーや講座を提供できる仕組みを構築。 

 

（備考） 

用紙の大きさは日本産業規格Ａ４とすること。 



 

 

様式第一別紙 

 

投資事業有限責任組合概要 
  2025年  8月 27日 

 

名称 
デライト・ベンチャーズ・ビルダー2 号投資事業有限責

任組合 

住所 東京都渋谷区代々木一丁目３０番１５号 

無限責任組合員の氏名又は名称 株式会社デライト・ビルダー 

指導を行う者の概況 

 

氏名又は名称 川崎修平 

無限責任組合員との関係 代表取締役 マネージングパートナー 

事業の概要 

投資事業有限責任組合としてのベンチャー企業への投

資先開拓、投資実行、及び投資先への指導 

 

ユニークな点としてベンチャービルダー事業を行う。

ベンチャー・ビルダー（スタートアップスタジオとも

呼ばれる）とは、起業家とともにゼロからスタートア

ップを同時多発的に立ち上げる組織。プロダクト開発

の専門チームの事業支援と投資を行う 

 

ベンチャービルダー事業の一貫として、下記の起業プ

ログラムを行っている。 

● Vチャレ Biz 

■ 課題解決型スタートアップの起業

プログラム 

■ 全職種を対象 

● Vチャレ Tech 

■ 価値提案型スタートアップの起業

プログラム 

■ 主としてエンジニア職を対象 

● DelightX 

■ SF ベイエリア滞在＆AI 特化の起業

プログラム 

■ 初手から US 展開で起業したい人を

対象 



 

 

指導に係る知識及び経験 

元 DeNA の取締役 CTO。「Mobage」や「モバオク」を独力

で３ヶ月で開発。東京大学大学院の博士課程に在学中

の 2002年より、DeNAにアルバイト入社し、07年には取

締役に就任。 

規格外の発想力・開発力・スピードで同社のサービス

の開発をリード。  

2018年 6月に DeNA の取締役を退任し、フェローに。 

 

2019 年 10 月からデライト・ベンチャーズに入社し、ベ

ンチャー・ビルダー のエンジニアとして、サービスの

設計・開発をメインとして担当する。 

 

 

指導の概要 

デライト・ビルダーでのプロダクト設計・開発実績と

しては、投資案件では project COMP、immedio、他１案

件。project COMP, immedio は運用・開発を経て引き継

ぎも完了しマネタイズが開始されている。 

 

その他、投資に至る前のプロダクトの PoC を多数、既

存投資先を含む設計レビューやエンジニア組織構築の

相談等も行う。 

 

（備考） 

用紙の大きさは日本産業規格Ａ４とすること。 

 



 

 

様式第一別紙 

 

投資事業有限責任組合概要 
 2025年  8月 27日 

 

名称 
デライト・ベンチャーズ・ビルダー2 号投資事業有限責

任組合 

住所 東京都渋谷区代々木一丁目３０番１５号 

無限責任組合員の氏名又は名称 株式会社デライト・ビルダー 

指導を行う者の概況 

 

氏名又は名称 坂東龍 

無限責任組合員との関係 代表取締役 マネージングパートナー 

事業の概要 

投資事業有限責任組合としてのベンチャー企業への投

資先開拓、投資実行、及び投資先への指導 

 

ユニークな点としてベンチャービルダー事業を行う。

ベンチャー・ビルダー（スタートアップスタジオとも

呼ばれる）とは、起業家とともにゼロからスタートア

ップを同時多発的に立ち上げる組織。プロダクト開発

の専門チームの事業支援と投資を行う 

 

ベンチャービルダー事業の一貫として、下記の起業プ

ログラムを行っている。 

● Vチャレ Biz 

■ 課題解決型スタートアップの起業

プログラム 

■ 全職種を対象 

● Vチャレ Tech 

■ 価値提案型スタートアップの起業

プログラム 

■ 主としてエンジニア職を対象 

● DelightX 

■ SF ベイエリア滞在＆AI 特化の起業

プログラム 

■ 初手から US 展開で起業したい人を

対象 

 

 



 

 

指導に係る知識及び経験 

2003 年に DeNA 入社し、広告営業やネットソリューショ

ン事業でのコンサルタントを経て、「みんなのウェディ

ング」を立ち上げスピンアウトまで事業責任者を務め

る。  

 

その後ソーシャルゲーム事業の企画部長、ペイジェン

ト取締役、インキュベーション事業部長、SHOWROOM 取

締役等をつとる。 

 

2019 年 10 月からデライト・ベンチャーズに移籍し、ベ

ンチャー・ビルダーの責任者として新規事業・スター

トアップの創出・投資・育成全般に尽力。 

指導の概要 

 

DeNA 時代から約 20 年間にわたり新規事業立ち上げ・成

長に関する経歴・実績が豊富であり（後に IPOした事業

立ち上げも含む）、各種起業ノウハウに関して資料・記

事・動画の発信を積極的に行っている。ベンチャー・

ビルダー組織の立ち上げ・プログラム等の仕組みづく

りをリードし、他ベンチャー・ビルダーや CVCからも多

くの手本にされるなど日本のベンチャー・ビルダーに

おける草分け的な存在である。また、ベンチャー・ビ

ルダーの仕組みを通じて累計 30 社程度の創業投資を行

なっている。 

（備考） 

用紙の大きさは日本産業規格Ａ４とすること。 

  



 

 

様式第一別紙 

 

投資事業有限責任組合概要 
 2025年  8月 27日 

 

名称 
デライト・ベンチャーズ・ビルダー2 号投資事業有限責

任組合 

住所 東京都渋谷区代々木一丁目３０番１５号 

無限責任組合員の氏名又は名称 株式会社デライト・ビルダー 

指導を行う者の概況 

 

氏名又は名称 永野祐輔 

無限責任組合員との関係 従業員。プリンシパル 

事業の概要 

投資事業有限責任組合としてのベンチャー企業への投

資先開拓、投資実行、及び投資先への指導 

 

ユニークな点としてベンチャービルダー事業を行う。

ベンチャー・ビルダー（スタートアップスタジオとも

呼ばれる）とは、起業家とともにゼロからスタートア

ップを同時多発的に立ち上げる組織。プロダクト開発

の専門チームの事業支援と投資を行う 

 

ベンチャービルダー事業の一貫として、下記の起業プ

ログラムを行っている。 

● Vチャレ Biz 

■ 課題解決型スタートアップの起業

プログラム 

■ 全職種を対象 

● Vチャレ Tech 

■ 価値提案型スタートアップの起業

プログラム 

■ 主としてエンジニア職を対象 

● DelightX 

■ SF ベイエリア滞在＆AI 特化の起業

プログラム 

■ 初手から US 展開で起業したい人を

対象 



 

 

指導に係る知識及び経験 

2010 年に SaaS ベンチャー入社後、営業・事業開発・経

営企画・上場準備・海外事業立ち上げに従事し、2015

年に東証マザーズ上場を従業員として経験。 

 

2018 年よりオープンイノベーション事業にて大企業×

スタートアップ協業やインキュベーション支援に従事

し、起業アイデアソーシング 500 件超、メンタリング

100件超を実施。 

2020 年にスタートアップスタジオ事業を立ち上げリー

ドし、事業創出・法人設立 6件に貢献。 

 

2022 年よりデライト・ベンチャーズ参画後は、AI・製

造・医療・エンタメ領域において 6件の投資を実行。ゼ

ロイチ事業開発、資金調達支援、戦略立案に関する知

識及び経験。 

指導の概要 

スタートアップのゼロイチ立ち上げにおける顧客課題

の特定、事業戦略策定、組織設計、資金調達支援に関

する一貫した指導。投資実績 6件（Vertical AI 4件、

Horizontal AI 1 件、エンタメ 1件）における実地伴走

による事業検証及び成長支援。 

 

スタジオ型インキュベーション事業での累計 500件超の

アイデアソーシング、100 件超のメンタリング、6 件の

事業創出・法人設立への貢献。スタートアップスタジ

オ協会を通じた起業家発掘、人材循環、政策提言、認

知拡大によるエコシステム強化への参画。戦略性に基

づく課題特定と優先順位付けを強みとする指導。 

（備考） 

用紙の大きさは日本産業規格Ａ４とすること。 

  



 

 

様式第一別紙 

 

投資事業有限責任組合概要 
2025年  8月 27日 

 

名称 
デライト・ベンチャーズ・ビルダー2 号投資事業有限責

任組合 

住所 東京都渋谷区代々木一丁目３０番１５号 

無限責任組合員の氏名又は名称 株式会社デライト・ビルダー 

指導を行う者の概況 

 

氏名又は名称 藤井康介 

無限責任組合員との関係 従業員。プリンシパル 

事業の概要 

投資事業有限責任組合としてのベンチャー企業への投

資先開拓、投資実行、及び投資先への指導 

 

ユニークな点としてベンチャービルダー事業を行う。

ベンチャー・ビルダー（スタートアップスタジオとも

呼ばれる）とは、起業家とともにゼロからスタートア

ップを同時多発的に立ち上げる組織。プロダクト開発

の専門チームの事業支援と投資を行う 

 

ベンチャービルダー事業の一貫として、下記の起業プ

ログラムを行っている。 

● Vチャレ Biz 

■ 課題解決型スタートアップの起業

プログラム 

■ 全職種を対象 

● Vチャレ Tech 

■ 価値提案型スタートアップの起業

プログラム 

■ 主としてエンジニア職を対象 

● DelightX 

■ SF ベイエリア滞在＆AI 特化の起業

プログラム 

■ 初手から US 展開で起業したい人を

対象 



 

 

指導に係る知識及び経験 

2006年にソフトウェア開発会社に入社。 

HR 事業会社、Supership、ヤフー、freee サインを経て

2023年よりデライト・ベンチャーズに入社。 

 

主に新規事業立ち上げを担当し、事業責任者やプロダ

クトマネージャーとして従事してきた。 

 

スタートアップやメガベンチャーなど様々な規模や業

態での事業立ち上げ経験を活かし、現在はベンチャー

ビルダーとしてのプロダクト開発クオリティを担保

し、プロダクトの成功を支援。 

指導の概要 

 

多様な規模・業態での事業開発経験と Sler/PdM 経験を

土台に、ビジネスサイド、プロダクトサイドの両面を

一気通貫で設計・実行し、スタートアップマインドセ

ットの構築から事業開発～プロダクト開発までをシー

ムレスにサポート。様々な業態の実務経験、支援実績

をベースにリスクを限定しながら次ラウンドに繋がる

成長基盤を確立する。 

 

（備考） 

用紙の大きさは日本産業規格Ａ４とすること。 

  



 

 

 

 

様式第一別紙 

 

投資事業有限責任組合概要 
 2025年  8月 27日 

 

名称 
デライト・ベンチャーズ・ビルダー2 号投資事業有限責

任組合 

住所 東京都渋谷区代々木一丁目３０番１５号 

無限責任組合員の氏名又は名称 株式会社デライト・ビルダー 

指導を行う者の概況 

 

氏名又は名称 牛尾正人 

無限責任組合員との関係 従業員。ストラテジスト 

事業の概要 

投資事業有限責任組合としてのベンチャー企業への投

資先開拓、投資実行、及び投資先への指導 

 

ユニークな点としてベンチャービルダー事業を行う。

ベンチャー・ビルダー（スタートアップスタジオとも

呼ばれる）とは、起業家とともにゼロからスタートア

ップを同時多発的に立ち上げる組織。プロダクト開発

の専門チームの事業支援と投資を行う 

 

ベンチャービルダー事業の一貫として、下記の起業プ

ログラムを行っている。 

● Vチャレ Biz 

■ 課題解決型スタートアップの起業

プログラム 

■ 全職種を対象 

● Vチャレ Tech 

■ 価値提案型スタートアップの起業

プログラム 

■ 主としてエンジニア職を対象 

● DelightX 

■ SF ベイエリア滞在＆AI 特化の起業

プログラム 

■ 初手から US 展開で起業したい人を

対象 



 

 

指導に係る知識及び経験 

2009 年 DeNA に入社し、広告営業戦略、マーケティン

グ、分析、経営企画/戦略、新規事業（海外展開、音声

系アプリ、メディア・サービス、自動運転、EV 関連事

業、等）に従事。 

 

2021 年 10 月よりデライト・ベンチャーズに参加。投資

業務と平行して、投資先のグローバル展開支援や、関

連するベイエリア・海外の起業家や投資家との様々な

連携を推進。工学領域の出自で、ディープテックや、

AIの盛り上がりにも大きな期待を寄せている。 

指導の概要 

・DeNA での新規事業立ち上げ経験、起業家支援の経験

をベースに、支援各社の事業戦略検討、事業計画策定

などを支援 

・海外投資家・起業家との様々なやり取りから得られ

る知見やトレンドに基づいて、大きなインパクトのあ

るとして事業の方向性を起業家と共にに検討。 

・海外投資家・起業家と起業家とのコネクション支援 

（備考） 

用紙の大きさは日本産業規格Ａ４とすること。 

  



 

 

様式第一別紙 

 

投資事業有限責任組合概要 
2025年  8月 27日 

 

名称 
デライト・ベンチャーズ・ビルダー2 号投資事業有限責

任組合 

住所 東京都渋谷区代々木一丁目３０番１５号 

無限責任組合員の氏名又は名称 株式会社デライト・ビルダー 

指導を行う者の概況 

 

氏名又は名称 辻口敬生 

無限責任組合員との関係 従業員。パートナー 

事業の概要 

投資事業有限責任組合としてのベンチャー企業への投

資先開拓、投資実行、及び投資先への指導 

 

ユニークな点としてベンチャービルダー事業を行う。

ベンチャー・ビルダー（スタートアップスタジオとも

呼ばれる）とは、起業家とともにゼロからスタートア

ップを同時多発的に立ち上げる組織。プロダクト開発

の専門チームの事業支援と投資を行う 

 

ベンチャービルダー事業の一貫として、下記の起業プ

ログラムを行っている。 

● Vチャレ Biz 

■ 課題解決型スタートアップの起業

プログラム 

■ 全職種を対象 

● Vチャレ Tech 

■ 価値提案型スタートアップの起業

プログラム 

■ 主としてエンジニア職を対象 

● DelightX 

■ SF ベイエリア滞在＆AI 特化の起業

プログラム 

■ 初手から US 展開で起業したい人を

対象 



 

 

指導に係る知識及び経験 

事業会社、Ernst & Young NY office, コーポレイトデ

ィレクションを経て、2010年に DeNA 入社。 

 

SF駐在員として米国企業の M&Aと PMIに従事。 

 

帰国後、ベンチャー投資推進室でベンチャー投資と M&A

を担当。その後オートモーティブ事業部にて新規ビジ

ネス立ち上げ、コンプライアンス・リスク管理本部に

てリスクマネジメント業務に従事。 

 

2021 年 10 月にデライト・ベンチャーズ参加後は、主と

して財務・会計・法務の分野を担当。 

  

公認内部監査人、公認管理会計士、行政書士 合格 

同志社大学経済学部、Washington University - Olin 

School of Business 卒 

指導の概要 

 

● スタートアップ会社設立時の定款作成、株主総

会／取締役会議事録、登記に関するアドバイス 

● 当ファンドからの投資実行時の法務 DD、財務税

務 DDによる発見事項について、改善策のアドバイス 

● スタートアップでの危機発生時（情報漏えい

等）に、事象に合わせた対策・対応方針に対するアド

バイス 

（備考） 

用紙の大きさは日本産業規格Ａ４とすること。 

 


